



Decreasing and its Cause of Record in Japanese Weight-Lifting 
-Women’s Weight-Lifters- 
芝垣正光、若杉茂樹、坂本剛、平井一正 
SHIBAGAKI Masamitsu, WAKASUGI Shigeki, SAKAMOTO Go and HIRAI Kazumasa 
Abstract: Decreasing and its cause of record were studied in women’s Japanese weight-lifting. The best record was 
investigated from 2000 to 2010 in Japan and the world. Moreover, the decreasing of the recent record was discussed in 
Japan. The results may be summarized as follows. In the type of snatch and the clean & jerk, the best records of 48kg, 
53kg, 58kg, 63kg, 69kg, 75kg, and +75kg classes in Japan were decreasing compared those of the world from 2000 to 
2010. However, in the record of the lightest class (48kg), the difference between the record of Japan and that of the 
world was the least compared those of the other classes. In the lightest class the woman’s weight lifter of Japan may 
become the champion in the Olympic game. The causes of the decreasing were having dream, hungry, destiny, exercise, 
mentality, and nutrition supervise and national project. It was suggested that the hardest exercise was very important for 
the champion in the Olympic game.

















































































1999 年 1 月より、ＩＷＦ体重区分変更を行い新
階級が実施された。48kg 級、53kg 級、58kg 級、






 図 1-1 は、スナッチ競技における 2000 年の世界
記録・日本記録・日本トップ選手の best記録を比較
したものである。日本記録が世界記録に比べて、
48kg 級で 4.0kg、53kg 級で 17.5kg、58kg 級で
17.5kg、63kg級で 27.5kg、69kg級で 25kg、75kg
級で 18.5kg 及び＋75kg 級で 39.5kg それぞれ低か
った。それは、平均（標準偏差）すると7階級で21.4kg
（10.9kg）低かった。




級で 16.0kg、63kg級で 20.0kg、69kg級で 22.5g、
75kg級で 21.0kg及び＋75kg級で 40.0kgそれぞれ   
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日本の重量挙げ競技における記録の低迷とその原因―女子選手を対象として―






 図 2-1 は、スナッチ競技における 2004 年の世界
記録・日本記録・日本トップ選手の best記録を比較
したものである。日本記録が世界記録に比べて、
48kg 級で 17.5kg、53kg 級で 20.0kg、58kg で級
22.0kg、63kg級で 27.0kg、69kg級で 34.5kg、75kg
級で 20.0kg 及び＋75kg 級で 32.5kg それぞれ低か
った。それは、平均（標準偏差）すると7階級で24.8kg
（6.7kg）低かった。








 図 3-1 は、スナッチ競技における 2010 年の世界
記録・日本記録・日本トップ選手の best記録を比較
したものである。日本記録が世界記録に比べて、
48kg 級で 10.0kg、53kg 級で 18.0kg、58kg 級で
26.0kg、63kg級で 24.0kg、69kg級で 36.0kg、75kg
級で 46.0kg 及び＋75kg 級で 43.0kg それぞれ低か
った。それは、平均（標準偏差）すると7階級で29.0kg
（13.2kg）低かった。




















2000 年では、日本記録は世界記録より 7 階級で平














級の 48kg 級であった。この一番軽い階級の 48kg
級が、日本女子選手が世界記録を何とか狙える階級
かもしれないことが示唆された。それで、本学ウエ



































































































































































































































































































































日本記録は世界記録より 7 階級で平均して 20.4kg
低かった。2004年になると、2000年と同様日本記
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